
 

令和８年３月２３日 

 

お 知 ら せ 

 

 

 

 

技術の実用化・製品化をめざす 

共同研究の参加企業を募集します！ 
（令和８年度 実用化技術開発事業） 

 

 

 工業技術センターでは、企業等において基礎研究を終えた技術の実用化・製品化

をめざして、企業等と共同で研究開発を行う『実用化技術開発事業』を実施しており

ます。 

令和８年度は、次の内容により参加企業等の募集を行いますので、お知らせします。 

なお、本件に関しては、岡山経済金融記者クラブにもお知らせしています。 

 

 

記 

 

１ 募集対象 

実用化研究を行うことができる企業等 

※「企業等」とは実用化研究の遂行に必要な技術開発能力をもつ企業及び法人格を

有する団体等をいいます。 

 

２ 令和８年度の研究開発課題 

裏面に記載のとおり 

 

３ 事業の進め方と費用分担 

・企業等が当センターから提供された技術シーズを基に、試作品の開発を当セン

ターと共同で行う。 

・必要に応じて企業等の研究者を当センターに受け入れて実施する。 

・企業等は研究経費の半額を負担する。 

 

４ 問合せ・参加申込み先 

(1) 申 込 先：岡山県工業技術センター 研究企画部：窪田、黒木 

                TEL：086-286-9601 FAX：086-286-9630 

                E-mail：kougi-kikaku@pref.okayama.lg.jp 

(2) 受付期間：令和８年３月２３日（月）～４月２０日（月） 

 

５ その他 

応募要領等の詳細はホームページに掲載しています。 

 https://www.pref.okayama.jp/site/kougi/ 

岡山県工業技術センター 

担 当：研究企画部 

     窪田、黒木 

電 話：086-286-9601 



 

 

 

 

①環境負荷の低減に配慮した繊維製品の開発 

 近年県内繊維産業にも求められるカーボンニュートラルや廃棄物削減の実現の   

ため、脱石油由来染料・薬剤の利活用に関する研究開発、並びにデニム生地端材や  

い草端材等、廃棄物の利活用に関する研究開発を行う。 

 

②材料表面制御によるカーボンニュートラルに対応する新技術・新製品の開発 

 カーボンニュートラルへ対応する新技術・新製品の開発支援を目的とし、レーザ

加工、湿式処理、熱処理等による材料表面制御を利用し、部品の軽量化、放熱性の

向上および産業廃棄物の低減に関する研究開発を行う。 

 

③効率的な製品設計・開発のための CAE の高度化 

  製造業で求められる製品の高性能化や生産性向上、開発サイクルの短期化を支  

援するため、シンプルな計算モデルによる設計上流段階における見通しのよい設 

計法を確立し、それを用いた最適化技術の研究開発を行う。 

 

④岡山県産酒の競争力強化に関わる研究と技術開発 

県産清酒の高品質化や差別化を目的として、原料や酒質、製造工程等を対象と

した科学的な分析に基づく多面的な評価による特徴付けに関する検討を行う。ま

た県内で分離された県独自酵母の清酒製造への利用について研究開発を行う。 

 

⑤持続可能社会に向けた材料診断と特性予測に関する研究 

環境負荷低減や資源循環促進を目的として、ゴム・プラスチック材料を対象とし

た材料診断ならびに特性予測技術の高度化検討を実施し、これを活用してリサイク

ル技術や軽量化技術の向上、開発コストの削減等に関する研究開発を行う。 

 

⑥環境調和型機能性材料に関する研究開発 

工業技術センターが有するポリマーブレンド技術、フィラー複合化技術および機

能性評価技術を活用して、優れた機能性を備えながら環境への負荷を最小限に抑え

た新規な環境調和型機能性材料に関する研究開発を行う。 

令和８年度研究開発課題 


